
第３回 石岡市小中学校統合計画審議会  

 

                  日時 平成３０年２月２３日（金）  

                     午後３時００分  

                  場所 石岡市役所 本館 1 階 大会議室  

 

次    第  

 

 １．開 会  

 

 ２．会長あいさつ  

 

 ３．教育長あいさつ  

 

 ４．協議事項  

 （１）地区懇談会の開催状況及び主な意見について（資料 1）  

 （２）今後のスケジュールについて（資料 2）  

 （３）その他  

    （参考資料 地区懇談会の主な意見）  

    （参考資料 地区懇談会時配布資料一式）  

 

 ５．閉 会  



地区懇談会の開催状況及び主な意見 

１．地区懇談会開催状況 

日時 開催場所 

 出席者数 

 内訳 

 学校

関係 

PTA 

（保護者を含む） 
一般 

1月 17日（水） 東地区公民館（石岡中学校区内） 6   3 3 

1月 18日（木） 府中地区公民館（府中中学校区内） 16 6 8 3 

1月 19日（金） 城南地区公民館（城南中学校区内） 14 4 7 3 

1月 23日（火） 中央公民館（旧柿岡中学校区内） 18 6 8 4 

1月 24日（水） 国府地区公民館（国府中学校区内） 16 2 9 5 

1月 25日（木） 園部地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ（園部中学校区内） 14 3 4 6 

1月 30日（火） 恋瀬地区公民館（旧有明中学校区内） 26 6 13 7 

1月 31日（水） 小桜地区公民館（旧八郷南中学校区内） 15 3 6 6 

        

２．地区懇談会 主な意見 

（１）学校規模について 

 （複式学級について） 

  ・複式学級の解消は優先して早期に取り組むべき。（PTA 一般） 

  ・複式学級が組み込まれている小学校では，集団学習，集団活動において支障をきたし

ている。（学校） 

  ・人間関係づくりは小さいときが基本で，大人になった時の適応を考えればこの時期か

らある程度の規模を経験させてあげることが必要。（PTA） 

  ・指導に係る教員の負担が大きい。（学校） 

 （適正規模について） 

  ・小規模校であれば子どもたちを丁寧に指導してくれるのではないか。小学校くらいは

このままの規模で存続してほしい。（PTA 一般） 

  ・統合しても１クラス少数の小規模校であれば，もっと大きな枠組みも必要。 （PTA 一

般） 

  ・児童生徒数の推計からすると，統合してもなお少数の学校もあるが，統合後数年でま

た再度統合することのないようにしてほしい。（PTA 一般） 

  ・統合後の小学校が１クラス少数であると，中学校へ進学した際に適応が心配。いずれ

にせよバスで通学するならば，適正規模となる枠組みで統合してもいいのではないか。

（PTA 一般） 

資料１ 



２ 通学・学区について 

 （通学について） 

  ・学校が遠くなると，子どもの送迎などの保護者負担が大きくなる。スクールバスなど

配慮してほしい。（PTA） 

  ・学校がさらに遠くなり通学時間で子どもの負担も増え，またスクールバスによって経

済面での負担も増える。なるべく負担が増えないよう配慮してほしい。（PTA 一般） 

 （学区について） 

  ・交通事情も変わっているなかで，学区を見直すことも必要ではないか。（PTA 一般） 

  ・学校をあわせるだけの再編ではなく，学区の再編も必要ではないか。（PTA 一般） 

 

３ 小中一貫教育について 

  ・石岡小と国府中は現在でも連携のとれた学校である。小中一貫のモデル校としてすす

めてほしい。（PTA） 

  ・園部地区には地域的な面からも小中一貫校の取り組みがいいのではないか。（PTA） 

  ・中心に小中一貫校があれば，中心市街地の活性化や児童生徒数の増加などさまざまな

メリットがあるのではないか。（PTA 一般） 

 

４ 地域と学校の関わりについて 

 （地域コミュニティーについて） 

  ・学校の適正配置のために，これまでの地域コミュニティー組織が活動できないことに

ならないよう考えてほしい。（一般） 

  ・学校が中心となって地域がつながっているところも十分にある。統合されれば地域の

連携ができなくなる。学校を減らさないことも考えてほしい。（一般） 

  ・幼少のころから，学校を中心とした地域に育てられ，支えられてきた。学校がなくな

ったとしても，これまでの地域と学校のつながりをなくさないようにしてほしい。（P

一般） 

 

５ その他 

 （人口減少） 

  ・学校再編で学校を減らす取り組みではなく，定住人口の減少や流失を防ぐ取り組みに

力を入れるべき。（PTA 一般） 

  ・もっと子育て支援策に取り組むべき。（PTA 一般） 

 （その他） 

  ・校舎や学校施設，通学路の整備は統合前にしっかりと行ってほしい。（PTA 一般） 

  ・具体的に何年後を見据えた計画をつくるのか。（PTA 一般） 

  ・統合再編計画の案ができた時点で地域や保護者に説明をしてほしい。（PTA 一般） 

  ・学校が廃校となっても，防災地域活動など地域の中心的な役割を担う位置付けにして

ほしい。（PTA 一般） 



■今後のスケジュール 資料２

年月 開催 統合計画審議会での内容 その他

・地区懇談会の開催（全８地区）

・地区懇談会における意見の報告
・今後のスケジュールと検討内容の確認

・適正規模から見た統合再編パターン案の検討
・適正配置（学校配置）の検討
・統合校，単独校の施設整備等の検討・確認
・統合再編の時期の検討（優先順位等）　他
・答申案（素案）の確認 ・学区審議会
・答申案の確定 ・統合計画策定委員会（市）開催（第１回）
・答申書の提出 ・素案の公表

・地域への説明会を開催
・素案に対する意見の募集（市報，市ＨＰなど）

・統合計画策定委員会（市）開催（第２回）

・市議会へ説明

・統合再編計画公表平成３１年
１月

２月

３月

３回

４回

５回

６回７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

６月

平成３０年
１月

２月

３月

４月

５月
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地区懇談会の主な意見 

 

東地区公民館（石岡中学校区内） 

・統合はやむを得ないと思うが，通学手段としてのバスの利用料について見直すべ

きであると思う。（PTA） 

・利用する人から料金をとるのは理解できるが，教育機会の均等をうたうのであれ

ば無料にしていくべきではないかと思う。（PTA） 

・教科担任制などの効果を考えると園部地区においても小中一貫校への取り組む組

も適当かと思う。（一般） 

・小中一貫校への取り組みは賛成であるが，先生方が９年間で頻繁に変わるのはよ

くないと思う。（一般） 

・統合により遠距離通学となる子どもたちにバスを利用し通学させるのは安全確保

の観点からも有効であると思う。（PTA） 

・バスの利用に際しての利用料については考慮していけば合併，統合にも理解が進

むのではないか。（PTA） 

・複式学級を解消するにあたって，学校を統合する，なくすのは簡単だが，通学距

離の問題が必ず出てくる。そのときに無償化か費用負担かが課題だと思う。（PTA） 

・財政負担の面で，学校を維持していく経費を示した上で，学校の存続を問わない

と，統合再編は進まないと思う。（一般） 

・複式学級の解消を最優先とするのは理解できます。その次の優先順位としてクラ

ス替えができる学校規模とするのか，地域コミュニティーを優先するのかはっき

りさせたほうが良いと思う。（一般） 

・高浜・三村・関川の小学校を統合しても学年１クラスにしかならないのであれば，

南小も枠組みに入れて，中学校に入学する形もあるのではないかと思う。（PTA） 

・子どもたちを第一に考え，統合を考えていくべき。（PTA） 

・子どもたちが安全に平等に教育を受けられる環境を整えていくべき。（PTA） 

・小規模校の子どもたちが，石岡中のような大きな学校に入学したときに大変な思

いをすることのないように環境を整えてほしい。（一般） 

  

参考資料 
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府中地区公民館（府中中学校区内） 

・複式学級であることで，教科指導に苦慮している。相対的に教員数が少ないこと

で，調整が難しい。（学校） 

・複式学級であると子どもたちは少しさびしいのかなと思う。先生方は色々な面で

工夫されているかと思います。（学校） 

・全員の顔がわかってとても良い面もあるが，人数が少ない分，児童も教員も負担

が多い面がある。（学校） 

・クラス替えのない小規模校であると，一度人間関係が崩れてしまうと，回復が難

しい。ある程度の大きい集団で育ててあげることが望ましいのではと思う。（学

校） 

・資料や説明からですと，小規模校であることのほうがデメリットが多いのではな

いかと思う。（PTA） 

・ある程度の人数を確保して適正規模ですすめていってほしい。（PTA） 

・高浜・三村・関川，瓦会・恋瀬，小幡・小桜は統合しても学年１クラスにしかな

らない。複式学級ではないが，児童生徒の人間関係の固定化が懸念される。（PTA） 

・もっと広域の統合をしたほうがいいと考えるならば，高浜・三村・関川に南，瓦

会・恋瀬に園部・東成井，小幡・小桜に柿岡・吉生・葦穂なども考えられる。（PTA） 

・小中一貫校を考えなければ府中中と国府中も考えられるのではないかと思う。

（PTA） 

・優先順位はあると思うが統合再編を進めるのであれば大きな枠組みで考えたほう

がいいと思う。（PTA） 

・地域の意見を十分に聞いてすすめてほしい。（一般） 

・統合先への通学手段の確保をしてほしい。（一般） 

・統合することで，子どもたちが遠くへ通わなければならないことへの不安も多い

ので，安全面やバスの負担などしっかりと説明していただきたい。（一般） 

・子供たちのことを第一に考えて，地域や学校や保護者，教育委員会でよりよい方

向性を考えていくことが大切であると思います。（学校） 
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城南地区公民館（城南中学校区内） 

・少人数であることで，１人１人が設備や機器を十分に活用できるが，人間関係に

おいては，クラス替えができないと，回復に時間がかかる。（学校） 

・小人数であるため，大集団にはいったときになかなか自分を出せない部分も見受

けられる。（学校） 

・複式学級のメリットはなかなか見えない。可能であれば複式が解消できることが

望ましいと思う。（学校） 

・特に学力の向上がはかりにくい。また，学年が違うと指導が難しい。（学校） 

・小人数であるので，児童全員のことがわかる。一方で大規模校へ進学することへ

の不安がある。（学校） 

・複式学級では，学習内容が違うので授業が非常に難しい。（学校） 

・複式学級の授業は，さらに指導力が必要とされ，非常に難しい。児童にとっても，

適正規模での学習がいいのではないか。（学校） 

・小規模な中学校はクラス替えができないことで，人間関係の固定化が懸念される。

また，どの部活動も人数が少なく運営や活性化が難しい。（学校） 

・一方で大規模校には人間関係の広がりや部活動の活性化が期待できる。（学校） 

・小規模校であれば子どもたちを丁寧に指導してくれるのではないか。小学校くら

いはこのままの規模で存続してほしい。（PTA） 

・少人数の小学校から大きな中学校へ行く場合，どうしても意見出せなくなかなか

なじめないかと思う。小学校のうちから，大きな集団でも自分の意見がいえるよ

うな教育をしてほしい。（PTA） 

・小規模校であれば子どもたちを丁寧に指導してもらえると思う。せめて小学校く

らいは現在の規模で存続してほしい。（PTA） 

・子どもたちのことをよく見ていただけるのは，小規模校ならではだと思う。（PTA） 

・高浜・三村・関川の三校統合のでも小規模校であれば南小を含めた枠組みもある

のでは。（PTA） 

・人間関係づくりは小さいときが基本で，大人になった時の適応を考えればこの時

期からある程度の規模を経験させてあげることが必要。（PTA） 

・学校施設や環境整備をきちんと整備してから統合に入ってほしい。（PTA） 

・小中一貫校の取り組みや，一方で地域のコミュニティースクールなど，様々な取

り組みがなされているので，情勢を見据えた答申をお願いしたい。（PTA） 

・複式学級が解消されたとしてもクラス替えができないのは明らかで，今後は２学

級以上の枠組みでの案を考えたほうが，将来社会で活躍する子どもたちにはメリ

ットがあるのではと思う。（PTA） 
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国府地区公民館（国府中学校区内） 

・部活動が少ない。他の中学校への進学から毎年５人から６人減っている。（学校） 

・１小１中のメリットがあり小学校から中学校への継続連携がとりやすく，目が届

きやすい。（学校） 

・この地域は，地域と保護者のつながりが強い。現在も２クラスでクラス替えも可

能となっている。（学校） 

・石岡小と国府中はＰＴＡも含めて連携がしっかりとれている。まずは複式を解消

してから当該地区で取り組んでほしい。（PTA） 

・小中一貫校をモデル校としてすすめてほしい。（PTA） 

・色々なメリットとデメリットがあるかと思うが，小中連携が強いので継続できる

ような形をとっていただきたい。（PTA） 

・学区の編成，変更をしてはどうか。（一般） 

・複式学級の解消を最優先として，学校をくっつけるのではなく，学区の再編も考

えるべき。（一般） 

・これまでもあったように国の方針はすぐに変わってしまう。急いでやらないほう

がいいのではないか。（一般） 

・石岡小と国府中を連携校としてすすめてはどうか。（PTA） 

・中心市街地の活性化と児童生徒数の増加をねらうのであれば，中心に小中一貫校

があれば，様々なメリットが出てくると思う。（PTA） 

・園部地区についても小中一貫校をとりいれてもいいのではないかと思う。（一般） 

・統合してもなお１学年１学級にしかならないのであれば，もっと広域で考えても

いいのではないかと思う。（PTA） 

・地区懇談会の開催の周知の方法をもっと考えたほうがよい。（PTA） 
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中央公民館（旧柿岡中学校区内） 

・人間関係の発達には思春期を迎える前に大きな生活環境を経験させたほうが良い

と言われている。（学校） 

・１クラス２０人程度だと，児童一人一人に目が届くが，職員の数は足りない場面

もあり，校外学習では教師だけでなく保護者にも協力を求める場合もある。（学

校） 

・よく目が届くがゆえに，人間関係の構築について考える必要がある。（学校） 

・１人１人によく目が届く一方で，集団活動に制限があり，３人から７人程度では

多様な考えが出にくく，また複式学級の指導には高い技量が必要。（学校） 

・切磋琢磨できる環境ができた。学力や部活動などでも向上している。一方で人間

関係を上手に築けない生徒もいるので，小学校と連携し取り組んでいる。（学校） 

・これまで地域と学校が連携して協力してきたが，統合となっても地域のコミュニ

ティーは大事にしてもらいたい。（PTA） 

・地域と協力して，児童にはもちつき体験などをしている。（PTA） 

・とても不安で，子どもたちの将来を見据えた計画を望む。（PTA） 

・持続可能な学校規模とした配置や旧中学校区にとらわれない枠組みを検討してい

ただきたい。（一般） 

・２１年の枠組みは，旧中学校単位であるが，現在の中学校単位で検討してはどう

か。（一般） 

・統合してもなお，学年１クラスしかならないのであれば，２度３度再統合するこ

となく持続可能な枠組みにしてほしい。（一般） 

・学区が広域になったときの子どもたちの負担をどうするかを考える必要がある。

（一般） 

・学校のバス発着所や保護者の送迎の対策をとるべき。（一般） 

・施設の整備，通学路の整備はどのようになるのか。（一般） 

・先を見据えすぎると逆に子どもたちのためにならないという思いもあります。（一

般） 
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園部地区コミュニティーセンター（園部中学校区内） 

・三校で協力しながら学力の向上を努めてきた。クラス替えができる環境は子ども

たちの期待が上がっている。（学校） 

・外国人籍の生徒がおり，授業を工夫して進めている。（学校） 

・小小連携小中連携を進めており，学力においても向上している。様々な場面で切

磋琢磨する機会を設けている。（学校） 

・小規模なクラスにおいては，人間関係の固定化が見られ，トラブルが発生した場

合に解決に時間がかかる場合がある。（学校） 

・小規模で家族的な雰囲気はあるが，部活動の活気が少しさびしい面もある。（学

校） 

・園部小と東成井小の統合についてはいいと思う。登下校の課題があると思う。（PTA） 

・バス通学による体力低下が懸念される。（PTA） 

・クラス替えができる環境にしてほしいので統合はやむを得ないかと思う。（一般） 

・園部小，東成井小の統合は必至だと思う。一方で地域の方は学校がなくなる事の

不安が残ると思う。（一般） 

・園部中と八郷中が統合してもいいのではないかと思う。（一般） 

・スクールバスの利用により上級生下級生といった校了が生まれるのではないか。

（一般） 

・バス停まで歩かせるといった方針を過程でも実践すれば体力の低下は防げるので

はないかと思う。（一般） 

・保育所からの人間関係が父兄も含めてずっと続くのはあまりいい効果が生まれな

いと思う。（保育所） 

・園部地区には小中一貫校の取り組みがいいと思う。他の地域からの流れも引き込

みやすいかと思う。（一般） 

・複式学級の解消をはかるべき。（一般） 
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恋瀬地区公民館（旧有明中学校区内） 

・児童一人一人の変化に気付きやすく，教員が全児童を把握しているので，適切な

指導ができる。また行事ごとに活動がしやすい。（学校） 

・一方でクラス替えができないことでの人間関係の固定化や，多様な意見が出にく

いこと，集団スポーツの競技が成立しにくいといったことがあげられる。（学校） 

・これらの解消のため小小連携を取り入れているが，立地的な部分で回数を確保し

にくい。（学校） 

・縦割班活動を多く取り入れており，上級生が下級生の面倒を見ている。（学校） 

・小規模校であるため，ＰＴＡ活動においても保護者の負担が多い。（学校） 

・どこの地域でも同様だが，小学校は地域とのつながりが強いので配慮してほしい。

（PTA） 

・前回の統合を経験しており，その時の不安感から出席したが，学校統合は地域コ

ミュニティーを壊すと思う。（PTA） 

・地域コミュニティーのこともあるが，二校の統合ではなく大きな統合がいいので

はないか。（一般） 

・複式学級が発生するまでは，単独校でもよいのではないか。親の負担子どもの負

担を考えれば近くに学校があったほうがよいと思う。（PTA） 

・保護者だけでなく子どもたちの意見も聞いてみてはどうか。（PTA） 

・小中一貫校など，特色ある学校づくりをしたほうがよい。（一般） 

・統合計画書ができたときには，学校ごとに説明会を実施していただきたい。（PTA） 

・小中一貫校をつくるならば，石岡地域と八郷地域にそれぞれ１校ずつを設置して

もらいたい。（PTA） 

・通学路の整備のほか，道路整備に伴う学区の柔軟な対応を検討するべき。（PTA） 

・統合しても小規模校であるなら瓦会小，恋瀬小の２小の統合は，あまり意味がな

いと思う。（PTA） 

・バス利用料の再検討をお願いしたい。（PTA） 

・小規模校は他校に比べよい環境で教育されていると思う。小小連携を推進してほ

しい。（PTA） 

・統合するしないにかかわらず，子どもの安全を最優先に考えていただきたい。（PTA） 
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小桜地区公民館（旧南中学校区内） 

・個別指導に近い授業ができる。全児童を対象にした活動ができる。（学校） 

・人間関係の固定化。集団スポーツが成立しにくい。（学校） 

・多様な考えや意見に触れる機会が少ない。競争意識の芽生えが乏しい面がある。

（学校） 

・小小連携として宿泊学習，校外学習の協働実施は興味関心が高くよい傾向にある。

（学校） 

・人間関係の深まりがある。教師全員が児童に目がとどく。（学校） 

・一方で人間関係の固定化により，競い合う環境は育ちにくい。（学校） 

・教員の意思疎通は図りやすい。教員の連携が新人・ベテランの両極端になってい

る。（学校） 

・小幡小と小桜小の統合であれば子どもたちは早くなじむと思う。（PTA） 

・学校がなくなる事による地域コミュニティーの減退が心配である。（PTA） 

・統合には賛成であるが，時期はいつになるのか。案を示したなかで，複式学級の

解消を優先と考えている。（PTA） 

・統合を早期に取り組む学校と長期で取り組む学校を分けたほうがよい。（PTA） 

・統合して数年も経たたずに再統合することはやめたほうがよい。（PTA） 

・統合するのであれば，まず通学路の整備などのインフラ整備が必要である。（PTA） 

・子どもたちのことを第一に考えるのは当然であるが，地域のコミュニティーも大

事にしていかなければいけないと思う。（PTA） 

・地域と学校ともに大事であるので，今の状況を崩してほしくない。（一般） 

・小幡小と小桜小の二校の統合で，教員数も増えない，クラス数も増えないのであ

れば，もっと大きくしたほうが子どもたちのためにはいいと思う。（一般） 

・地域のことを考えれば，学校は残してもらったほうがよい。（一般） 

・子どもたちにとって地域の関心は重要だと思う。（一般） 

・統合の時期がいつになるのかを明確にしないと地域や集落は不安になるだけなの

で統合時期を示したほうがよい。（一般） 

・通学路を含めた統合再編を考えたほうがよい。（一般） 

・幼少のころから，学校を中心とした地域に育てられ，支えられてきた。学校がな

くなったとしても，これまでの地域と学校のつながりをなくさないようにしてほ

しい。（一般） 

・廃校になった学校に利用については防災活動など地域の中心的な役割を担う位置

付けにしてほしい。 












































